
第 89 回紫友まち歩き 
柴又帝釈天と水元公園菖蒲まつり 

 
5 月 18 日に 6 人で下見を実施しました。それを反

映したうえでのまち歩きです。 
「フーテンの寅さん」で有名な柴又帝釈天は昨年、

東京都で初めて優秀な景観地として選ばれまし

た。その柴又帝釈天の参道を散策しながら、江戸

川べりを矢切の渡しへと進みます。今回は渡し船

には乗らずに、江戸川べりをゆっくりと散策。バ

スで水元公園に向かいます。水元公園はちょうど

この時期、「菖蒲まつり」で盛り上がっています。

ともに盛り上がるもよし、人込みを避けて、ポプ

ラ並木やメタセコイアの森で森林浴を楽しむの

もよし。 
前日の雨を心配しながらの開催でした。案内人も

始めてで、病気上がりの体を押して、頑張って案

内を始めました。天気も曇りで傘をさすこともな

くまち歩きはスタートしました。 
 

日時： 2019 年 6 月 8 日(土) 
集合時間 ： 13 時 
集合場所：JR 柴又駅寅さん像前 
参加者： 10 名 
案内人：安藤 022 武馬 025 
懇親会：金町駅そば 日本海 
懇親会参加者：8 名 
歩いた歩数：14,000 歩 

＜まち歩き＞： 
■まち歩き行程 
JR 柴又駅寅さん像前→帝釈天参道→柴又帝釈天

（題経寺）→矢切の渡し→江戸川べり散策→金町

駅バス停→水元公園菖蒲園→しばられ地蔵また

は水元公園金魚園→水元公園お食事処涼亭→懇

親会金町駅日本海→金町駅解散 

 
＜スタート＞ 
写真を見ながら楽しんでください。 
① JR 柴又駅寅さん像前： 
それほど広くない柴又駅に時間通りに集合。案内

人が説明開始。 

 

そばにはフーテンの寅さん像（1999 年設置：渥美

清）と妹の見送るさくら像（2017 年設置：倍賞千

恵子）がある。 

 

 

 

② 帝釈天参道 
参道にはお店がたくさん。くずもちなどを購入す

る人もいる。菖蒲がお店の前に飾られている。 

 



ゆっくりと覗きながら帝釈天に進んでいく。下調

べで食べたうなぎ屋、川千家の前で、値段をチェ

ック。良い値段だ。 

 

 

③ 柴又帝釈天（題経寺）： 
帝釈堂の前には、瑞龍の松が這うように伸びてい

る。 

 

帝釈堂のお参りをして、分厚い欅の彫刻を見学

（有料：400 円）。胴羽目彫刻 10 枚は、法華経説

話を題材としている。 
下の写真は、三車火宅の図。 

 

各種のおみくじが売られている。 

 

④ 矢切の渡し： 
山本邸には入らずに、通り抜けていく。正門が立

派だ。 

 

堤に出ると、はるか先に矢切の渡しが見える。今

は片道 200 円。ここで集合写真を撮る。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



「連れて逃げてよ・・・・」の細川たかしの歌碑

もあった。 
 

⑤ 江戸川べり散策： 
曇り空で、さわやかな風が吹いて気持ち良い。た

だ、たまに小さな雨粒のようなものが肌に感じる。

金町浄水場や取水場などを見ながら、金町駅バス

停に向かって進む。 

 

 

 

⑥ 水元公園菖蒲園： 
バスに乗り、水元公園で下車。歩いて 10 分ほど

で葛飾菖蒲まつり水元公園会場に着く。菖蒲の花

は満開と思ってもよさそう。いろいろな色があり、

きれいだ。 

 

 

記念写真も撮る。 

 

 

⑦ しばられ地蔵または水元公園金魚園： 
二組に分かれて自由見学。 
しばられ地蔵がそばにある。名前にひかれ、7 人

が見学に行く。在原業平氏ゆかりの寺院で、境内

には大岡裁きでおなじみの「しばられ地蔵尊」（1m
ほどの高さ）を安置している。案内人補佐は、100
円の縄を買って、痛みのある足の辺に、巻きつけ

ました。霊験があるように。 

 



 

＜引用＞しばられ地蔵の由来 
江戸時代の享保年間、八代将軍徳川吉宗の治世。

日本橋にある呉服問屋の手代が南蔵院の境内で

うっかり一眠りしている間に反物を荷車ごと盗

まれてしまいました。調べに当たった名奉行、南

町奉行大岡越前守忠相は、「寺の門前に立ちなが

ら泥棒の所業を黙って見ているとは、地蔵も同罪

なり、直ちに縄打って召し捕って参れ」と命じま

した。かくして地蔵はぐるぐるに縛られ、車に乗

せられ江戸市中を引き廻され南町奉行所へ。物見

高い野次馬が、どんなお裁きが始まるかと奉行所

になだれ込みました。頃を見計らった越前守は門

を閉めさせ「天下のお白州に乱入するとは不届至

極、その罰として反物一反の科料申附ける」の一

声、奉行所にはその日の内に反物の山が出来まし

た。手代に調べさせるとその中から盗品が出て、

それからそれへと調べると当時江戸市中を荒し

た大盗賊団が一網打尽となったのです。越前守は

地蔵尊の霊験に感謝し、立派なお堂を建立し盛大

な縄解き供養を行いました。以来、お願いすると

きは縛り、願い叶えば縄解きするという風習が生

まれました。 
 

別チームが楽しんだ金魚園は、出目金など、立派

な金魚が大きな水槽で泳いでいました。 
金魚チームの女性が、途中で四葉のクローバをた

くさんもらったと言って、皆に分けてくれました。

手帳で、しおりとする。 
 
 
 
 
 

⑧ 水元公園お食事処涼亭： 
16：30 の集合時間まで、一部の人たちは、涼亭で

少し早めのビールを、大きな池を眺め、風に吹か

れて、楽しみました。 

 

 

一部の人は、ポプラ並木の先の方まで見学に行っ

てきました。 

 

 

⑨ 懇親会金町駅日本海： 
少し早めに懇親を始める。いつものようによく話

し、よく飲みました。 

 

 

⑩ 金町駅解散： 
金町駅で解散しました。その後は、不明です

が・・・・              以上。 


